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激
し
い
雨
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
路
面
を
た
た
き
、
濃
い

緑
に
覆
わ
れ
た
酪
農
地
帯
は
、
灰
色
に
煙
っ
て
い
る
。
雨

脚
が
弱
ま
り
視
界
が
少
し
開
け
る
と
、
黒
く
ぬ
れ
た
舗
装

道
路
は
丘
陵
の
起
伏
を
貫
い
て
真
っ
直
ぐ
伸
び
、
そ
の
先

は
天
空
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　

根
室
管
内
中
標
津
町
開
陽
。「
ラ
イ
ダ
ー
の
聖
地
」
と

し
て
知
ら
れ
る
開
陽
台
の
す
ぐ
そ
ば
、
町
道
北
19
号
は
、

牧
草
地
と
防
風
林
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
た
。

　

開
陽
台
は
標
高
２
７
１
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
丘
陵
だ
。

町
営
の
乳
牛
育
成
牧
場
が
西
側
に
広
が
り
、
１
０
０
０
頭

も
の
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
中
継

局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
町
に
よ
る
開
陽
台
の
観
光
開
発

が
始
ま
り
、
64
年
に
展
望
台
や
駐
車
場
、
給
水
設
備
が
整

備
さ
れ
た
。
82
年
に
出
版
さ
れ
た
佐
々
木
譲
の
ツ
ー
リ
ン

グ
小
説
「
振
り
返
れ
ば
地
平
線
」
で
有
名
に
な
り
、
や
が

て
バ
イ
ク
で
旅
す
る
若
者
た
ち
に
、
地
平
線
が
見
渡
せ
る

雄
大
な
眺
望
と
、
銀
河
の
架
か
る
夜
空
の
迫
力
、
雨
夜
の

闇
が
話
題
に
な
り
、長
逗
留
す
る
者
が
増
え
、や
が
て
「
聖

地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

94
年
に
新
し
い
展
望
台
が
で
き
、
車
で
立
ち
寄
る
観
光

客
が
増
え
た
も
の
の
、
バ
ブ
ル
景
気
が
去
り
、
バ
イ
ク
で

訪
れ
る
若
者
は
減
っ
た
。
国
内
の
二
輪
車
保
有
台
数
は
85

年
に
１
８
１
８
万
台
ま
で
増
え
た
が
、
２
０
１
５
年
は

１
１
４
８
万
台
と
63
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
＝
一
般
社

団
法
人
自
動
車
工
業
界
。
若
者
の
二
輪
車
離
れ
が
進
み
、

い
ま
、
ラ
イ
ダ
ー
の
主
力
は
40
代
以
上
だ
と
い
う
。

　

中
標
津
町
は
人
口
２
万
３
９
０
７
人
（
２
０
１
６
年
７

月
末
現
在
）
の
酪
農
の
町
だ
。
耕
地
は
、
２
万
３
４
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧
草
地
と
、
１
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑

が
あ
り
、
酪
農
は
、
乳
牛
３
万
９
４
１
０
頭
、
飼
育
戸
数

３
０
０
戸
（
２
０
１
６
年
２
月
末
現
在
）
で
、
生
産
す
る

生
乳
は
飲
用
の
ほ
か
、
多
く
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
原

料
に
な
る
。
畑
作
は
馬
鈴
薯
、
甜
菜
、
大
根
が
作
付
け
さ

れ
て
い
る
。

　

中
標
津
の
歴
史
は
、
発
見
さ
れ
た
遺
跡
や
縄
文
土
器
な

ど
か
ら
、
約
６
０
０
０
年
前
に
遡
る
が
、
そ
の
後
の
、
続

縄
文
時
代
、
擦
文
時
代
、
ア
イ
ヌ
時
代
な
ど
も
詳
し
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い

な
い
。

　

中
標
津
の
開
拓

は
、
１
９
１
１
年

（
明
治
44
年
）、
徳

島
県
の
乾
定
太
郎

を
団
長
と
す
る
入

植
団
が
、
現
在
の

市
街
の
東
側
、
俵

橋
地
区
に
入
っ
た

の
が
最
初
だ
。
そ

の
後
、
川
北
、
武

佐
、
開
陽
と
西
へ

向
か
っ
て
開
墾
が

進
ん
だ
。そ
し
て
、

１
９
２
３
年
（
大

正
12
年
）、
武
佐
地
区
と
開
陽
地
区
に
乳
牛
が
導
入
さ
れ

飼
育
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
畑
作
か
ら
酪
農
へ
転
換
を

図
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
。

　

１
９
３
１
年
、
32
年
の
大
冷
害
を
受
け
、
道
は
冷
害
対

策
と
し
て
「
根
釧
原
野
農
業
開
発
５
カ
年
計
画
」（
昭
和

８
年
）
を
策
定
。
こ
こ
で
畜
産
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
に

し
た
。
計
画
は
戦
争
で
中
断
す
る
が
、
戦
後
の
、
54
年
、

国
際
復
興
開
発
銀
行
（
世
界
銀
行
）
か
ら
の
融
資
に
よ
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
事
業
（
正
式
名
「
根
釧
機
械
開
墾

地
区
建
設
事
業
」）
に
よ
っ
て
新
た
な
入
植
者
を
迎
え
、

近
代
的
な
大
規
模
酪
農
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
い
ま
の
景
観
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

　

も
う
一
つ
、
こ
の
酪
農
地
帯
の
特
徴
的
な
風
景
が
「
格

子
状
防
風
林
」
だ
。
開
拓
期
に
ア
メ
リ
カ
人
顧
問
の
ホ
ー

根室管内・中標津町

天空に続く道

開
陽
台
か
ら
見
渡
す
と
、格
子
状
防
風
林

も
よ
く
見
え
る
＝
開
陽
台
展
望
台
か
ら
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レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
の
提
唱
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、
２
０
０

１
年
（
平
成
13
年
）、
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

開
陽
台
の
展
望
台
の
傍
ら
に
「
こ
こ
ろ
の
碑
」（
昭
和

46
年
５
月
27
日
建
立　

開
陽
台
文
化
村
）
と
い
う
小
さ
な

石
碑
が
あ
る
。
開
陽
台
を
愛
し
、
こ
こ
に
文
化
村
を
つ
く

ろ
う
と
し
な
が
ら
、
北
海
道
に
渡
る
１
週
間
前
に
殉
職
し

た
会
社
員
の
青
年
、
中
野
英
輔
さ
ん
を
悼
み
、
有
志
ら
が

建
て
た
も
の
だ
。
碑
の
正
面
に
中
野
さ
ん
の
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

　
「
さ
て
小
生
は
い
よ
い
よ
北
海
道
へ
渡
る
こ
と
を
か
た

く
決
意
し
ま
し
た
。
現
代
の
人
間
に
は
真
に
自
然
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
同
じ
世
代
に
生
き
る
人
た
ち
の

連
帯
感
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
野
英
輔
」

　

開
陽
台
に
ふ
さ
わ
し
い
碑
だ
と
思
っ
た
。

酪農地帯を貫き、真っ直ぐ天空へ続くような町道「北19号」は、「ミルクロード」とも呼ばれる。ミルクロードと呼
ばれる道は、ほかにも国道272号、同243号がある。ただ、243号は中標津町内を通らない

開陽台展望台。名物は「しあわせのはちみつソフト」

＊文化村は1966年、東京在住の釣りグループが来町
の際、町長が「別荘を建てるなら土地を提供する」と
言ったことから生まれた構想だったが、実現をみな
いまま幻に終わった。


